
 

本書は、富山県女性財団が企画した著者2人の対談が

きっかけで実現しました。富山にゆかりのある２０代～６０代

の１４人の女性たちが人生について語っています。富山で

は男性に比べて女性は働き甲斐のある仕事が見つけにく

く、県外へ多くの人が転出していると言われます。女性が

富山で就職したくなるような環境づくりや、家事をするのが

当たり前といった性別役割分担意識を見直す契機になっ

てほしいと著者たちは述べています。

前半は、世の中の「ふつう」に対して違和感を覚え続け

た著者がどのような状況の中で子供時代を過ごし、ジェ

ンダー平等を目指す教育実践に至ったかが感情を込め

て詳しく語られています。後半では教師として子供たちと

真剣に向き合い、自分らしく生きるということを基に実践

された教育の様子が書かれています。ジェンダーについ

ての対談やコラムの解説もあり、より理解が深まります。 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

地方女子たちの選択 

令和 7年 ９月 

Ｖｏｌ．12５ 

 
 情報ライブラリーは、男女共同参画社会「女（ひと）と男（ひと）がともに生き生きと暮らす

まちづくり」をめざし、学び・ネットワークを育むスペースです。本・雑誌･新聞のほか、男女共

同参画に関する行政資料・ＤＶＤを揃えています。 

午前 9時 30分～午後５時 15分 

（12 月 29 日～１月 3 日・祝日を除く） 

借出カードが必要です。 
図書・雑誌は 1人 15冊まで 

（期間は 2週間） 

ＤＶＤは 1本 
（期間は 1週間） 

情報ライブラリーのカウンターへ。

閉室時は１階ロビーのブックポスト

にご返却ください。 

図書、雑誌は市内図書館にも返却

できます。 

※DVD は情報ライブラリーへ返

却してください。 

返却日までに連絡すれば、借出

期間を１回のみ 2週間延長でき

ます。 

ただし、予約が入っている場合は

延長できません。 

図書は予約ができます。 

（電話でも可） 

返 却 

開室時間 

予 約 

借 出 延 長 

吹田市立男女共同参画センター 

〒564-0072 吹田市出口町 2-1 

ＴＥＬ（06）6388-1451 

ＦＡＸ（06）6385-5411 

◆借出カードの作成 
「情報ライブラリー利用者カード申込書」に必要事項を記入し、名前と住所が確認できる

もの（健康保険証、運転免許証、学生証など）を添えて、カウンターに提出してください。 

◆更新について 

有効期限は５年です。 

５年ごとに更新の手続きをし、住所などの確認をさせていただきます。 

 

利用案内 

星野 俊樹/著  

時事通信社 370.4 

上野 千鶴子 山内 マリコ/著 

桂書房 367.2142 

とびこえる教室 

フェミニズムと出会った僕が子どもたちと考えた「ふつう」 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

48 歳、初産のリアル   

仕事そして           

妊活・子育て・介護 

 

新版 

「自分には価値がない」 

の心理学 

 

介護離職が頭をよぎったら 

整えたい 

 仕事・家庭・自分自身のこと 

 

  本書は月刊誌「教育」の特集記事を

ベースにまとめられています。「学校は

男女平等」といわれる日本の学校教育

についてジェンダーの視点で読み解い

ています。 

つちだ よしはる 

吉村 英毅/原案 

幻冬舎 KE 

実践を通して、社会課題に向き合い

解決しようとする学生たちの奮闘を伝え

る一冊。女子大の魅力についても触れ

ています。 

人生が圧倒的に         

ラクになる!  

夫婦 ONE TEAM 思考 ちがって いたって いいんだよ 

 (ガストンのソーシャルスキルえほん) 

男女賃金格差の経済学 

 

男女共同参画社会データ集

（2025） 

まってたんだよ ヒカル 

学校の「男性性」を問う         

教室の「あたりまえ」をほぐす     

理論と実践 

オーレリー・シアン・ 

ショウ・シーヌ/著 

垣内 磯子/訳 

主婦の友社 KE 

 

根本 橘夫/著 

朝日新聞出版 S146.8 

安齋 徹/著 

三恵社 377.15 

遠藤 富美子 /著 

現代書館 598.2 

大湾 秀雄/著 

日本経済新聞出版 366 

大江 未知  

虎岩 朋加 他 

旬報社 370.4 

三冬社編集部/著 

三冬社 R367.1 

ソーシャル Z 社会のために 

女子大学で、できること 

 

よ り そ う え ほ ん 

著者は、男女の賃金格差は会社や社会

の制度を整えるだけでは解消できないと

指摘。アンコンシャスバイアスに気付

き、人々の意識を変えていくことも格差

解消につながっていくと述べています。 

 

山本 久美子(じママ)/著 

講談社 367.3 

和氣 美枝/著 

翔泳社 366.7 


